
古
事
記
天
孫
降
臨
の
﹁
詔
之
、
此
地
者
向
韓
国
、
真
来
通
笠
沙
之
御
前
﹂

の
解

尾

崎

知

光

一

天
孫
降
臨
の
終
り
の
条
に
﹁
其
地
者
韓
国
真
来
通
笠
沙
之
御
前
⋮
⋮
﹂
と
い
う

文
が
あ
り
、
宣
長
は
古
事
記
伝
で
、
日
本
書
紀
に
よ
っ
て
本
文
を
改
め
て
説
明

し
て
い
る
。
古
事
記
を
尊
び
、
書
紀
を
﹁
か
ら
心
﹂
と
い
う
宣
長
に
し
て
は
ふ

さ
わ
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
彼
は
﹁
か
な
ら
ず
﹂
と
確
信
に
み
ち
た
言
い
方

を
し
て
い
る
。
即
ち
、

此
處

ノ

の
文
は
、
か
な
ら
ず
於
是

コ

コ

ニ

肉

ソ
ジ
シ
ノ

韓カ
ラ

國ク
ニ

、ヲ

眞マ

二

來キ

�
ト
ホ
リ

笠カ
サ

沙サ

之ノ

御ミ

前
サ
キ
ニ

一

而テ

詔
之
、

ノ
リ
タ
マ
ハ
ク

此コ

地コ

者ハ

�ア
サ

日ヒ

之ノ

云
々
。
と
あ
り
け
む
を
、
詔
之
此
地
者
の
五
字
、

錯ミ
ダ

れ
て
上
に
移
り
、

字
ノ

脫オ
チ

、︹
但
し
是
は

レ

書
紀
に
依
て
、
姑

ク

と
す
る
な

り
。
其
字
は
如イ

何カ

に
も
あ
る
べ
し
。︺
肉
字

ノ

は
、
向
に
誤
れ
る
も
の
な
り
。

故
今

レ

は
其
如

ノ

く
訓
つ
。︹

は
ソ

肉ジ
シ

韓
ノ
カ
ラ

國ク
ニ

眞マ

來キ

�ト
ホ

、リ
テ

到イ
タ
リ

二

坐マ
シ

笠
沙
之
御

前
ニ一

而
。
と
あ
り
け
む
。
到
坐
二

ノ

字
、
脫オ

チ

た
る
に
も
あ
る
べ
し
。
︺
其
故
は
、

書
紀
に
、

ソ

肉ジ
シ

之ノ

�ム
ナ

國ク
ニ

、ヲ

自ヨ
リ

二

頓ヒ
タ

丘ヲ

一

覓
國
行
去

ク
ニ
マ
ド
ト
ホ
リ
テ

、

到
イ
タ
リ

二

於
マ
シ
キ

吾ア

田タ
ノ

長ナ
ガ

屋ヤ
ノ

笠カ
サ

狹サ

之ノ

碕
ミ
サ
キ
ニ一

矣
、
其ソ

地コ
ニ

有
リレ

一ヒ

三︱

人ト

自ナ
ノ

二︱

號ル

事コ
ト

�カ
ツ

國ク
ニ

�カ
ツ

長ナ
ガ

狹サ
ト

一

、
皇
孫
問
曰
、

ト
ヒ
タ
マ
ハ
ク

國ク
ニ

在ア
リ

耶ヤ

以
不

イ

カ
ガ

、
對

曰

、

コ
タ
ヘ
マ
ツ
ラ
ク

此
焉

コ

コ
ニ

有
リレ

國
、

�

任

意

�

之

ミ
コ
ト
ノ
マ
ニ
マ
ニ
タ
テ
マ
ツ
ラ

、ム

故
皇

レ

孫
就
而

ソ
コ
ニ
ト

留
住
。

ド
マ
リ
マ
シ
キ

ま
た
一
書
に
、

肉

ソ
ジ
シ
ノ

胸ム
ナ

副ソ
ヒ

國グ
ニ

、ヲ

自
リ二

頓ヒ
タ

丘ヲ

一

覓
國
行
去

ク
ニ
マ
ド
ト
ホ
リ
テ

、
立タ

チ

二

於シ
ナ

浮ウ
キ

渚
在

ジ

マ

リ

	
處

タ
ヒ
ラ
ニ

一

、
乃
召メ

シ
テ二

國ク
ニ

主ヌ
シ

事
�
國
�
長
狹
ヲ一

而
訪
之

ト
ヒ
タ
マ
ヘ
バ

、
對
曰
、
是

コ
コ
ニ

有
リレ

國

也
、
取

捨

随

勅

ミ
コ
ト
ノ
マ
ニ
マ
ニ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム

、
時
皇

ニ

孫
因
立
宮
殿

ミ
ヤ
ツ
ク
リ
テ

、

是
コ
コ
ニ

焉ト
ド

�
マ
リ
マ

息シ
キ

。
ま
た膐

肉
空

ノ

國
、ヲ

自
二

頓
丘
一

筧ク
ニ

國マ
ド

行ト
ホ

去リ
テ

、
到イ

タ
リ二

於マ
シ

吾キ

田
長

タ

屋
笠

ノ

挾
之

ノ

御ミ
サ

碕キ
ニ

一
、
時ニ

彼ソ

處コ
ニ

有リ

レ

一カ

三

神ミ

名イ

二

曰フ

事
�
國
�
長
狹
ト一
、
故
天

レ

孫
問
二

其
神
ニ一

曰
、
國
在リ

耶ヤ

、

一



對
曰
在ア

リ

也
、
因
曰

ミ
コ
ト
ノ

勅
マ
ニ
マ

奉
ニ
タ
テ
マ

焉
ツ
ラ
ム

、
故
天

レ

孫
留
二

住
彼
處

ト
ド
マ
リ
マ
シ
キ
ソ
コ
ニ

一
。
ま
た

到
リ
マ
シ

二

于
吾
田
笠

ノ

狹
御

ノ

碕
ニ一
、

遂
ツ
ヒ
ニ

登
ノ
ボ
ラ
シ
テ三

長ナ
ガ

屋ヤ

之ノ

竹タ
カ

島シ
マ

一、ニ

乃

巡
ミ
メ
グ
リ

二︱

覧
タ
マ
ヘ
バ

其
地

ソ

コ

ヲ

一

者
、
彼ソ

コ

有ニ
ア
リレ

人ヒ
ト

三

焉
名

イ二

曰フ

事
�
國
�
長
狹
、ト

天

孫

因

-
問

之

曰

カ
レ
ア
マ
ツ
カ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
ハ
シ
タ
マ
ハ
ク

、
此

コ
コ
ハ

誰タ
ガ

國ク
ニ

歟ゾ

、
對
曰
、
是コ

ハ

長
挾ガ

所
住

ス

メ

ル

之
國ク

ニ

也ナ
リ

、
然レ

ド
モ

今
乃

ハ

奉

二

上

タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ア
マ
ツ

天

孫

カ
ミ
ノ
ミ
コ
ニ

一

矣
。
な
ど
あ
る
�
ど
も
と
、
合
せ
て
思
ふ
に
も
、

語
の
さ
ま
を
思
ふ
に

も
、
眞マ

二

來キ

通
ト
ホ
リ

笠
沙
之

ノ

御
前
ニ一

と
云
は
、
必
地
語

ズ

ノ

に
し
て
、
詔

ノ
タ
マ

ふ
御
言
に

は
非
ず
か
し
。

そ
し
て
﹁
韓
国
﹂
に
つ
い
て
は
、
書
紀
で
は
す
べ
て
朝
鮮
を
さ
す
が
、
こ
こ

は
﹁
韓
は
借
字
に
て
︹
も
し
此
レ

を
正
字
と
す
る
と
き
は
、
此コ

ヽ

に
か
な
は
ず
。
其

故
は
、
ま
づ
神
代
ノ

、
上
巻
に
、
既
に
韓
国
之
嶋
の
事
見
え
た
れ
ば
、
此コ

コ

に

其
ノ

国
の
こ
と
あ
る
ま
じ
き
に
は
非
れ
ど
も
、
此
ノ

段
の
古
事
は
、
み
な
大
隅
、

薩
摩
、
日
向
の
間
の
こ
と
に
し
て
、
東
南
に
向
へ
る

域
ト
コ
ロ

な
れ
ば
、
向
二

韓
ニ一

と

云
べ
き
由
な
け
れ
ば
な
り
。︺
空
虚

カ

ラ

国ク
ニ

の

義
コ
コ
ロ

に
て
、
即
チ

書
紀
の
空
国
な
り
。

︹
凡
て
物
の
空
虚
に
し
て
実ミ

ノ
無
き
を
加カ

良ラ

と
云
。
殻カ

ラ

な
ど
も
其
意
な
り
。
さ

て
書
紀
の
空
国
を
ば
、
昔
よ
り
ム
ナ
ク
ニ
と
訓
メ

れ
ど
も
、
胸ム

ナ

副ソ
ヒ

国ク
ニ

に
空
ノ

字
を

か
ゝ
ず
し
て
、
別コ

ト

に
胸
ノ

字
を
書
を
書
れ
た
る
を
思
へ
ば
、
カ
ラ
ク
ニ
と
訓
べ

き
に
や
。
さ
れ
ど
ム
ナ
ク
ニ
と
訓
て
も
意
は
同
じ
。
⋮
⋮

と
説
く
。

二

こ
の
説
に
対
し
て
近
代
に
な
っ
て
沢
潟
久
孝
氏
は
、
古
事
記
の
文
は
古
事
記

に
よ
っ
て
解
す
べ
き
で
あ
り
、
日
本
書
紀
に
よ
っ
て
改
訂
す
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
﹁
此
の
地
は
遠
く
遥
か
に
大
海
の
彼
方
の
韓
国
ま
で
見
放
け
ら
れ
、
山
の

裾
の
方
遥
か
に
笠
沙
御
前
に
ま
で
ま
っ
す
ぐ
に
通
じ
て
ゐ
る
。
⋮
⋮
﹂︵
国
語

国
文
、
昭
和
十
五
年
一
月
号
︶
と
さ
れ
た
。
万
葉
学
者
と
し
て
万
葉
集
は
万
葉

集
に
よ
っ
て
解
す
べ
し
と
い
う
強
い
主
張
を
さ
れ
た
氏
の
同
じ
行
き
方
で
あ

る
。
こ
の
説
は
画
期
的
な
も
の
で
、
以
後
定
説
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
﹁
遥
か
彼
方
の
韓
国
ま
で
見
放
け
ら
れ
﹂
と
い
う
の
は
、
宣
長
も
い
う

よ
う
に
大
隅
薩
摩
日
向
の
間
の
こ
と
と
し
て
は
成
り
立
ち
難
い
解
で
、
疑
問
が

残
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
は
そ
の
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
現
代
で
は
諸
注
す
べ
て

こ
れ
を
承
け
つ
い
で
い
る
。

三

と
こ
ろ
が
、
霧
島
山
系
の
主
峯
に
韓
国
岳
と
い
う
山
が
あ
る
。
そ
の
名
は
古

い
文
献
に
は
見
え
な
い
か
ら
昔
か
ら
の
も
の
か
否
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
山
の
名
は
古
今
変
ら
な
い
。
富
士
山
、
伊
吹
山
、
吉
野
山
、
三

輪
山
等
々
。
山
は
神
聖
な
神
の
住
む
所
で
、
人
を
近
づ
け
な
い
。
一
方
、
川
の

二



名
は
流
域
に
よ
っ
て
里
の
名
を
付
け
る
。
川
は
人
と
親
し
い
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
神
話
の
山
は
地
名
と
し
て
も
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
阿
多
、
笠

沙
の
岬
と
同
じ
く
、
現
地
の
地
名
と
み
て
よ
い
。
韓
国
岳
に
つ
い
て
は
、﹃
コ
ン

サ
イ
ス
日
本
地
名
事
典
﹄︵
三
省
堂
︶
に
よ
れ
ば

鹿
児
島
県
姶
良
郡
牧
園
、
霧
島
二
町
と
宮
崎
県
え
び
の
、
小
林
二
町
と
の

境
に
あ
る
、
霧
島
山
の
最
高
峰
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
中
の
円
錐
状
火
山
。
一

七
〇
〇
米
。
⋮
⋮

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、﹁
韓
国
﹂
は
韓
国
岳
及
び
そ
の
付
近
の
地
を
さ
す
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
旧
国
分
市
の
北
部
に
﹁
韓
国
宇
豆
峯
神
社
﹂
が
あ
る
こ

と
が
延
喜
式
神
名
帳
に
出
て
い
る
。
こ
の
神
名
が
﹁
宇
豆
峯
﹂
と
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
山
と
対
象
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
山
を
遥
拝
す
る

里
宮
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
神
社
の
こ
と
は
宣
長
も
言
及
し
て
い
る
が
、
彼
は
韓

国
を
空
国
と
み
た
上
の
こ
と
で
、
現
実
の
峯
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
後
に
も
の
べ
る
が
、
諸
説
を
精
密
に
検
討
し
て
新
説
を
出
さ
れ
た
金

子
武
雄
氏
の
﹃
古
事
記
神
話
の
構
成
﹄︵
桜
楓
社
︶
に
も
韓
国
に
つ
い
て
は
宣
長

の
空
国
説
に
従
い
つ
つ
﹁
空
国
と
は
、
山
な
ど
に
よ
っ
て
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
、
か
ら
り
と
開
け
た
国
の
こ
と
﹂
と
さ
れ
て
い
て
、
地
名
と
な
さ
れ
て

い
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
、
私
は
﹁
向
韓
国
真
来
通
笠
沙
之
御
前
﹂
は
、
東
は
韓
国
岳

及
び
そ
の
付
近
の
地
を
、
西
南
は
遥
か
に
笠
沙
の
岬
を
望
む
宮
居
を
さ
す
と
解

し
た
い
と
思
う
。

韓
国
岳

韓
国
宇
豆
峯
神
社

姶
娘
郡

神
陵

隼
人

こ
の
あ
た
り
か

鹿
児
島

笠
沙
ノ
岬

四

宣
長
の
提
出
し
た
、
も
う
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
﹁
向
韓
国
真
来
通

笠
沙
之
御
前
﹂
を
地
の
文
と
し
て
、﹁
詔
之
﹂
は
以
下
の
文
の
み
へ
か
か
る
と
み

る
考
え
で
あ
る
。
確
か
に
文
章
と
し
て
は
朝
日
の
直
刺
す
国
、
夕
日
の
日
照
る

国
と
い
う
称
え
詞
は
、
前
文
と
は
調
子
が
異
な
る
か
ら
、
二
つ
を
続
け
な
い
方

が
古
文
と
し
て
は
美
し
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
﹁
詔
之
﹂
の
位
置
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宣
長
自
身
も
他
の
処
で
は
こ
の
よ
う
な
と
と
の
わ
な
い
文

も
古
文
の
格
と
し
て
認
め
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
強
い
て

三

�



改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

五

最
後
に
も
う
一
つ
、﹁
真
来
通
笠
沙
之
御
前
﹂
の
本
文
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ

る
。
真
福
寺
本
、
猪
熊
本
、
前
田
家
本
な
ど
に
よ
る
と
﹁
真
来
通
﹂
は
﹁
真
米

通
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
前
述
の
金
子
武
雄
氏
は
﹁
マ
メ
﹂
と
訓

み
﹁
よ
く
見
通
し
が
利
く
﹂
の
意
と
解
さ
れ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て

こ
れ
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
こ
の
﹁
真
来
﹂
に
つ
い
て
は
三
字
を
二
字

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
る
。

一

米

来
真
米

こ
れ
を
ど
う
み
る
か
は
結
局
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
私
は
﹁
真
﹂
の
字
を

二
字
と
し
て
﹁
直
来
﹂
と
し
て
﹁
直タ

ダ

に
来
通
り
て
︵
通
ひ
て
︶﹂
と
訓
ん
で
は
ど

う
か
と
思
う
。﹁
真
﹂
と
﹁
直
﹂
と
の
異
同
は
多
く
例
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

さ
て
右
の
如
く
に
し
て
天
降
っ
た
天
孫
は
、
そ
の
山
陵
が
﹁
高
千
穂
の
西
﹂、

姶
娘
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
近
く
の
韓
国
宇
豆
峯
神
社
の
あ
る
旧
国
分
市

の
あ
た
り
か
ら
鹿
児
島
へ
か
け
て
に
高
千
穂
の
宮
を
定
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
の
宮
に
五
百
八
十
年
在
世
さ
れ
た
と
い
う
、
途
方
も
な
い
長
い
年

月
の
う
ち
に
は
そ
の
宮
処
も
度
々
変
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
勿
論
こ
れ
ら

は
す
べ
て
古
代
神
話
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
遠
い
遠
い
大
昔
の
物
語
と
い
う
こ
と

で
は
あ
る
が
、
次
の
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
の
命
の
山
陵
が
大
隅
国
吾
平
に
あ
る

こ
と
、
更
に
次
の
神
武
天
皇
の
東
征
の
起
点
が
日
向
の
東
海
岸
ら
し
い
こ
と
か

ら
、
同
じ
く
高
千
穂
の
宮
と
称
し
て
も
同
じ
地
に
固
定
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
結
局
高
千
穂
の
宮
と
い
う
の
は
天
降
っ
た
日
向
三
代
の
宮
の
総
称

と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
居
宣
長
は
現
地
の
こ
と
が
分
ら
ず
、
専
ら
そ
の

地
の
白
尾
斎
藏
国
柱
と
云
う
鹿
児
島
の
人
の
﹃
神
代
山
陵
考
﹄
の
書
に
よ
っ
て

こ
ち
た
き
考
証
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
空
し
い
結
果
に
終
っ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
や
は
り
古
事
記
は
古
事
記
の
記
述
を
素
直
に
よ
ん
で
、
そ
の

点
で
適
正
な
判
断
を
す
る
外
は
な
い
。

四
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